
青色だより
発行所　一般社団法人

大和青色申告会

事務局　大和市桜森２－３－９
（クリオ相模大塚1F）
TEL 046（２６２）５１１１
FAX 046（２６２）５１１３

発行人　　　　　　川　精　一

編集人　　　　　川　島　好　三第 148 号 2022年（令和４年）６月１日

令
和
４
年
度
　
事
業
計
画

Ⅰ
．
基
本
事
項

　
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申
告
会
は
、

健
全
な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
青
色
申

告
制
度
の
普
及
促
進
と
誠
実
な
記
帳
に

よ
る
適
正
な
申
告
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
租
税
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

い
、
納
税
道
義
の
高
揚
及
び
公
平
簡
素

な
税
制
と
円
滑
な
税
務
行
政
の
確
立
に

寄
与
し
、
併
せ
て
、
事
業
経
営
と
社
会

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
公

益
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社

会
的
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
な
お
、
当
会
は
、
よ
り
開
か
れ
た
法

人
と
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
青
色

申
告
会
と
し
て
活
動
す
る
と
と
も
に
、

会
勢
の
拡
大
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
税

制
改
正
要
望
な
ど
を
行
い
、
事
業
主
の

環
境
の
改
善
に
も
取
り
組
み
、
次
の
よ

う
な
事
業
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
税
制
及
び
税
務
に
関
す
る
調
査
研

究
並
び
に
建
議
。

２
．
租
税
関
係
の
法
令
、
通
達
等
の
周

知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
。

３
．
経
理
、
経
営
に
関
す
る
講
習
会
、

説
明
会
等
の
開
催
及
び
記
帳
指
導

の
実
施
。

４
．
福
利
厚
生
に
関
す
る
諸
事
業
の
実

施
。

５
．
機
関
誌
の
発
行
及
び
上
記
各
号
の

諸
事
業
を
行
う
に
必
要
な
各
種
資

料
の
刊
行
配
布
。

第28回 通常総会
開催報告
全議案が承認

総会特集
　
令
和
４
年
５
月
27
日

午
後
３
時
よ

り
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に

お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
大
和
青
色
申

告
会
の
第
28
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

Ⅱ
．
事
業
計
画

１
．
税
務
政
策
活
動
に
関
す
る
事
項


青
色
事
業
主
勤
労
所
得
控
除
の
早

期
実
現
に
向
け
た
運
動
を
展
開
す

る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
10
万
円
の
引

き
上
げ
運
動
を
展
開
す
る
。


消
費
税
制
の
簡
素
化
と
と
も
に
簡

易
課
税
制
度
の
事
前
届
出
制
の
廃

止
な
ど
小
規
模
な
課
税
事
業
者
に

対
す
る
納
税
事
務
負
担
の
軽
減
運

動
を
展
開
す
る
。


キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
推

進
に
努
め
る
。


租
税
教
育
活
動
に
取
り
組
む
。


そ
の
他
、
指
導
相
談
活
動
の
効
率

化
と
充
実
に
努
め
、
会
員
企
業
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
指
導
相
談
体

制
の
確
立
を
目
指
す
。

２
．
相
談
指
導
活
動
に
関
す
る
事
項


新
規
青
色
申
請
者
及
び
新
規
入
会

者
の
記
帳
指
導
に
努
め
る
。


青
色
申
告
特
別
控
除
55
万
円
・

65
万
円
の
適
用
の
た
め
、
複
式
簿

記
の
普
及
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
及
び
電
子
帳
簿

保
存
の
普
及
推
進
に
努
め
る
。


消
費
税
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
に
つ
い
て

の
研
修
会
・
説
明
会
を
実
施
す
る
。


記
帳
の
自
己
研
さ
ん
運
動（
記
帳

確
認
な
ど
）を
積
極
的
に
展
開
す
る
。


会
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
税
務

署
の
開
庁
日
に
合
わ
せ
、
令
和
４

年
分
確
定
申
告
期
の
日
曜
日
に
決

算
指
導
を
実
施
す
る
。


会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン

Ａ
」
の
普
及
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
利
用
し
て
い
る
会
員
の
指

導
充
実
を
図
る
た
め
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
指
導
体
制
を
構
築
す
る
。


会
員
の
減
価
償
却
資
産
管
理
の
適

正
化
に
資
す
る
た
め
減
価
償
却
計

算
書
を
作
成
し
配
付
す
る
。


年
間
を
通
じ
て
原
則
予
約
制
に
て

指
導
会
を
開
催
す
る
。


複
式
簿
記
開
始
研
修
会
・
青
色
セ

ミ
ナ
ー
及
び
会
員
個
別
指
導
会
を

開
催
し
、
複
式
簿
記
記
帳
指
導
の

徹
底
を
図
る
。


税
理
士
会
の
協
力
を
得
て
無
料
税

務
相
談
制
度
の
活
用
を
推
進
す
る
。


顧
問
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
実
施
す
る
。


指
導
員
・
事
務
局
職
員
の
指
導
力

向
上
を
目
途
と
し
た
研
修
事
業
の

充
実
強
化
を
図
る
。


関
係
機
関
が
行
う
研
修
会
な
ど
へ

積
極
的
に
参
加
・
交
流
す
る
。


記
帳
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
相

談
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
。


土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日
に
し
か

来
所
で
き
な
い
会
員
の
た
め
に
、

完
全
予
約
制
に
て
休
日
指
導
会
を

行
う
。

３
．
組
織
強
化
と
そ
の
他
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項


青
色
申
告
制
度
の
普
及
と
会
員
の

増
強
を
年
間
を
通
じ
推
進
す
る
。


新
入
会
員
紹
介
運
動
を
展
開
す
る
。


メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
入
会
促

進
を
含
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
を
図
る
。

（
２
面
へ
続
く
）



青色だより令和４年６月１日発行 （ 2 ）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　経常収益

①特定資産運用益
退職給付引当預金利息 5,000 5,000 0
会館修繕引当預金利息 1,000 1,000 0
固定資産取得引当預金利息 1,000 1,000 0
機械化推進特定預金利息 1,000 1,000 0
財政調整基金預金利息 1,000 1,000 0
会館取得引当預金利息 1,000 1,000 0
　特定資産運用収益計 10,000 10,000 0

②受取入会金
受取入会金 200,000 200,000 0
　受取入会金計 200,000 200,000 0

③受取会費収入
正会員 81,422,500 83,422,500 △ 2,000,000
準会員 1,237,000 1,237,000 0
　受取会費計 82,659,500 84,659,500 △ 2,000,000

④事業収益
県民共済収益 190,000 220,000 △ 30,000
火災共済収益 500,000 570,000 △ 70,000
小規模企業共済収益 1,660,000 1,600,000 60,000
ジブラルタ生命収益 0 0 0
全青傷害・疾病・共済収益 1,000,000 1,060,000 △ 60,000
その他共済収益 850,000 850,000 0
　事業収益計 4,200,000 4,300,000 △ 100,000

⑤会員大会事務手数料収益
会員大会事務手数料収益 918,000 0 918,000
　会員大会事務手数料収益計 918,000 0 918,000

⑥受取手数料収益
会計ソフト取扱手数料収益 1,400,000 1,400,000 0
受託事業収益 700,000 700,000 0
パナソニックホームズ手数料収益 0 0 0
帳簿等頒布物事業収益 600,000 600,000 0
　受取手数料収益計 2,700,000 2,700,000 0

⑦雑収益
基本財産受取利息 1,000 1,000 0
受取利息 3,000 3,000 0
雑収入 1,096,000 1,096,000 0
　雑収益計 1,100,000 1,100,000 0
　　経常収益計 91,787,500 92,969,500 △ 1,182,000

　　経常費用
①事業費

給料手当 21,530,244 20,770,500 759,744
退職給付費用 1,120,200 624,250 495,950
法定福利費 4,783,254 4,653,500 129,754
福利厚生費 95,135 97,582 △ 2,447
旅費交通費 1,359,070 1,394,030 △ 34,960
地代家賃 1,359,070 1,284,932 74,138
通信運搬費 768,170 787,930 △ 19,760
減価償却費 561,355 545,490 15,865
消耗品費 472,720 484,880 △ 12,160
印刷製本費 354,540 363,660 △ 9,120
新聞図書費 59,090 60,610 △ 1,520
修繕費 88,635 90,915 △ 2,280
備品費 1,477,250 1,515,250 △ 38,000
車輌関係費 206,815 212,135 △ 5,320
雑費 118,180 121,220 △ 3,040
租税公課 425,700 442,710 △ 17,010
水道光熱費 324,995 333,355 △ 8,360
事務所管理費 738,625 757,625 △ 19,000
慶弔費 796,960 874,500 △ 77,540
会員福利費 4,095,000 4,234,590 △ 139,590
記帳指導費 3,840,000 3,101,500 738,500
講習会説明会費 90,000 90,000 0
税を考える週間行事 400,000 400,000 0
青色学校開催費 80,000 0 80,000
調査研究費 20,000 20,000 0
記帳指導員費 12,900,000 11,300,000 1,600,000
記帳確認費 160,000 140,000 20,000
弁護士委嘱費 320,000 320,000 0
広告宣伝費 1,900,000 1,900,000 0
勧奨費 400,000 400,000 0
会員大会費 1,400,000 300,000 1,100,000
利用手数料 20,000 0 20,000
　事業費計 62,265,008 57,621,164 4,643,844

②管理費
給料手当 16,909,756 15,829,500 1,080,256
退職給付費用 879,800 475,750 404,050
法定福利費 3,756,746 3,546,500 210,246
福利厚生費 65,865 63,418 2,447
旅費交通費 940,930 905,970 34,960
地代家賃 940,930 835,068 105,862
通信運搬費 531,830 512,070 19,760
減価償却費 388,645 354,510 34,135
消耗品費 327,280 315,120 12,160
印刷製本費 245,460 236,340 9,120
新聞図書費 40,910 39,390 1,520
修繕費 61,365 59,085 2,280
備品費 1,022,750 984,750 38,000
車輌関係費 143,185 137,865 5,320
雑費 81,820 78,780 3,040
支払手数料 750,000 750,000 0
租税公課 474,300 457,290 17,010
水道光熱費 225,005 216,645 8,360
事務所管理費 511,375 492,375 19,000
会議費 1,500,000 800,000 700,000
慶弔費 3,040 125,500 △ 122,460
支払分担金 3,900,000 3,900,000 0
会員福利費 15,405,000 15,265,410 139,590
連合会役職員研究会費 200,000 200,000 0
役員研修会費 80,000 80,000 0
渉外活動費 200,000 300,000 △ 100,000
会計士委嘱費 330,000 330,000 0
　管理費計 49,915,992 47,291,336 2,624,656
　　経常費用計 112,181,000 104,912,500 7,268,500

　　当期経常増減額 △ 20,393,500 △ 11,943,000 △ 8,450,500
　２．経常外増減の部
　　経常外収益
　　　　　　経常外収益計 0 0 0
　　経常外費用
　　　　退職給付会計基準変更時差異 0 0 0
　　　　　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 △ 20,393,500 △ 11,943,000 △ 8,450,500
　　　一般正味財産期首残高 117,224,600 117,328,069 △ 103,469
　　　一般正味財産期末残高 96,831,100 105,385,069 △ 8,553,969
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 96,831,100 105,385,069 △ 8,553,969

令和４年度　予算書
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで （単位：円）

（
１
面
か
ら
の
続
き
）


税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
を
積
極

的
に
活
用
し
、
管
内
各
市
の
市
民

ま
つ
り
に
於
い
て
、
広
報
活
動
を

展
開
す
る
。


個
人
情
報
保
護
法
を
遵
守
す
る
た

め
、
指
導
デ
ー
タ
等
を
厳
正
に
保

管
・
管
理
し
、
充
分
な
備
え
を
講

ず
る
。


女
性
部
活
動
の
充
実
強
化
と
青
年

部
の
育
成
強
化
を
図
る
。


会
員
等
を
対
象
に
機
関
誌
「
青
色

だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。


青
色
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
一
般

納
税
者
の
青
色
申
告
普
及
に
力
を

注
ぐ
。


情
報
通
信
技
術
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
業
務
の
効
率
化
及
び
会

員
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
。


総
合
改
革
委
員
会
に
て
、
組
織
、

会
費
額
の
改
定
等
、
総
合
的
な
改

革
案
を
策
定
す
る
。


関
係
各
官
庁
、
及
び
友
誼
団
体
と

の
相
互
協
調
・
交
流
を
図
る
。


会
館
取
得
の
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
将
来
の
会
館
設
立
の
た
め

の
引
当
預
金
の
積
み
立
て
を
行
う
。


会
費
の
支
払
方
法
は
口
座
振
替
を

原
則
と
し
、
未
移
行
者
の
口
座
振

替
化
推
進
を
図
る
。


全
て
の
白
色
申
告
者
に
記
帳
と
帳

簿
の
保
存
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
説
明
会
を
開
催
し
、
特
典

の
あ
る
青
色
申
告
を
勧
め
入
会
に

繋
げ
る
。


会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
総

会
の
開
催
及
び
運
営
の
円
滑
化
を

図
る
。


マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
に
あ

た
り
事
務
手
続
き
の
簡
略
化
等
の

要
望
を
行
う
と
と
も
に
安
全
管
理

措
置
を
講
ず
る
。
ま
た
、
特
定
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
周

知
さ
せ
る
た
め
、
職
員
の
教
育
を

定
期
的
に
実
施
す
る
。

４
．
福
祉
事
業
活
動
に
関
す
る
事
項


会
員
の
健
康
管
理
を
は
か
る
た
め

継
続
的
に
生
活
習
慣
病
健
診
を
実

施
す
る
。


小
規
模
企
業
共
済
制
度
や
全
青
色

共
済
等
の
普
及
促
進
を
は
じ
め
、

各
種
保
険
・
共
済
制
度
の
拡
大
を

図
り
会
員
の
将
来
の
生
活
安
定
に

寄
与
す
る
。


会
員
大
会
研
修
会
を
実
施
し
、
会

員
相
互
間
を
は
じ
め
、
地
域
社
会

の
関
係
団
体
と
親
睦
・
交
流
を
深

め
る
。


役
員
一
泊
勉
強
会
を
開
催
し
、
指

導
者
研
修
と
役
員
交
流
を
図
る
。


会
員
へ
の
情
報
を
提
供
す
る
た
め

各
種
資
料
を
配
付
す
る
。


会
員
に
呼
び
か
け
、
使
用
済
切

手
・
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を
実
施

し
、社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
る
。


献
血
運
動
を
展
開
し
社
会
的
使
命

を
推
進
す
る
。


職
員
の
連
帯
・
協
調
の
た
め
の
諸

施
策
を
実
施
す
る
。


フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
よ
る
無
料
保
険
相
談
を
実
施
す

る
。


一
人
親
方
労
災
保
険
特
別
加
入
の

紹
介
を
行
う
。


以
上
の
他
、
会
員
の
要
求
に
応
え

ら
れ
る
事
業
の
研
究
を
す
る
。

新
役
員
の
紹
介

〈
敬
称
略
〉

桜ヶ丘第２支部
支部長

杉 﨑 則 子

支
部
長

（
令
和
４
．４
．２
付
）

綾北支部
支部長

矢 澤 　 洋

（
令
和
４
．４
．１
付
）
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令和３年度 損益計算書（正味財産増減計算書）
令和３年４月１日から 令和４年３月31日まで （単位：円）

貸　借　対　照　表
令和４年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　経常収益

特定資産運用益 1,596 7,470 △ 5,874

　特定資産受取利息 1,596 7,470 △ 5,874

受取入会金 192,000 216,000 △ 24,000

　受取入会金 192,000 216,000 △ 24,000

受取会費 83,100,750 85,357,750 △ 2,257,000

　正会員 81,813,750 84,081,250 △ 2,267,500

　準会員 1,287,000 1,276,500 10,500

事業収益 4,238,398 4,124,969 113,429

会員大会事務手数料収益 0 0 0

受取手数料収益 2,850,613 4,290,207 △ 1,439,594

　手数料収益 2,198,278 3,473,523 △ 1,275,245

　指導謝金収益 652,335 816,684 △ 164,349

雑収益 767,451 509,732 257,719

　受取利息 1,190 2,709 △ 1,519

　雑収入 766,261 507,023 259,238

　　経常収益計 91,150,808 94,506,128 △ 3,355,320

　　経常費用

事業費 51,704,613 51,212,510 492,103

給料手当 19,865,594 19,758,496 107,098

退職給付費用 616,640 605,331 11,309

法定福利費 4,241,658 4,236,384 5,274

福利厚生費 80,069 95,157 △ 15,088

旅費交通費 1,079,940 1,085,712 △ 5,772

地代家賃 1,244,665 1,249,171 △ 4,506

通信運搬費 685,673 787,930 △ 102,257

減価償却費 581,368 505,907 75,461

消耗品費 366,823 403,478 △ 36,655

印刷製本費 315,175 238,261 76,914

新聞図書費 59,090 45,631 13,459

修繕費 47,272 0 47,272

備品費 1,347,247 1,515,250 △ 168,003

車両関係費 206,815 199,564 7,251

雑費 101,845 90,300 11,545

租税公課 353,800 389,800 △ 36,000

水道光熱費 292,097 282,376 9,721

事務所管理費 682,152 699,701 △ 17,549

慶弔費 387,092 291,500 95,592

会員福利費 2,605,395 2,674,370 △ 68,975

記帳指導費 2,886,003 2,601,500 284,503

講習会説明会費 55,447 60,601 △ 5,154

税を考える週間行事 0 38,000 △ 38,000

青色学校開催費 0 0 0

調査研究費 0 0 0

記帳指導員費 11,300,000 10,588,634 711,366

記帳確認費 133,730 140,000 △ 6,270

弁護士委嘱費 314,256 314,256 0

広告宣伝費 1,569,215 1,635,200 △ 65,985

勧奨費 285,552 400,000 △ 114,448

会員大会費 0 0 0

利用手数料 0 280,000 △ 280,000

管理費 40,061,664 39,079,605 982,059

給料手当 15,601,087 15,060,758 540,329

退職給付費用 484,308 461,333 22,975

法定福利費 3,331,381 3,228,610 102,771

福利厚生費 55,436 61,843 △ 6,407

旅費交通費 747,680 705,598 42,082

地代家賃 861,725 811,829 49,896

通信運搬費 474,716 512,070 △ 37,354

減価償却費 402,503 328,787 73,716

消耗品費 253,966 262,219 △ 8,253

印刷製本費 218,208 154,846 63,362

新聞図書費 40,910 29,657 11,253

修繕費 32,728 0 32,728

備品費 932,746 984,750 △ 52,004

車両関係費 143,185 129,696 13,489

雑費 70,513 58,688 11,825

支払手数料 556,458 594,382 △ 37,924

租税公課 393,950 402,627 △ 8,677

水道光熱費 202,230 183,516 18,714

事務所管理費 472,280 454,731 17,549

会議費 800,000 688,296 111,704

慶弔費 1,480 41,850 △ 40,370

支払分担金 3,747,225 3,842,425 △ 95,200

会員福利費 9,776,524 9,640,916 135,608

連合会役職員研究会費 0 0 0

役員研修会費 44,025 0 44,025

渉外活動費 86,400 110,178 △ 23,778

会計士委嘱費 330,000 330,000 0

　経常費用計 91,766,277 90,292,115 1,474,162

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 615,469 4,214,013 △ 4,829,482

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 △ 615,469 4,214,013 △ 4,829,482

　２．経常外増減の部

　　経常外収益

雑収入 512,000 3,255,700 △ 2,743,700

　経常外収益計 512,000 3,255,700 △ 2,743,700

　　経常外費用

退職給付会計基準変更時差異 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

当期経常外増減額 512,000 3,255,700 △ 2,743,700

他会計振替額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 103,469 7,469,713 △ 7,573,182

一般正味財産期首残高 117,328,069 109,858,356 7,469,713

一般正味財産期末残高 117,224,600 117,328,069 △ 103,469

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 117,224,600 117,328,069 △ 103,469

科　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

現金 4,458,520 3,581,113 877,407

普通預金 51,331,039 48,708,702 2,622,337

通常貯金 6,560,717 8,303,642 △ 1,742,925

振替貯金 176,957 427,747 △ 250,790

定期預金 14,000,000 14,000,000 0

未収金 0 607,500 △ 607,500

前払金 0 41,852 △ 41,852

　流動資産合計 76,527,233 75,670,556 856,677

　２．固定資産

　　基本財産

定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　基本財産合計 5,000,000 5,000,000 0

　　特定資産

退職給付引当預金 57,044,117 55,943,169 1,100,948

会館修繕積立預金 3,710,799 3,710,736 63

固定資産取得引当預金 6,074,008 6,458,458 △ 384,450

機械化推進特定預金 5,534,447 5,534,353 94

財政調整基金 5,000,846 5,000,760 86

会館取得引当預金 3,500,467 3,500,407 60

　特定資産合計 80,864,684 80,147,883 716,801

　　その他の固定資産

什器備品 1,002,313 1,031,774 △ 29,461

車両運搬具 2 2 0

建物 9,048,591 9,440,242 △ 391,651

敷地権 2,558,840 2,558,840 0

電話加入権 74,300 74,300 0

ソフトウェア 608,850 787,050 △ 178,200

保証金 100,000 100,000 0

出資金 5,800 5,800 0

預託金 18,520 18,520 0

　その他の固定資産合計 13,417,216 14,016,528 △ 599,312

　　固定資産合計 99,281,900 99,164,411 117,489

　　　資産合計 175,809,133 174,834,967 974,166

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

預り金 644,416 793,229 △ 148,813

前受金 896,000 703,000 193,000

未払金 0 67,500 △ 67,500

　流動負債合計 1,540,416 1,563,729 △ 23,313

　２．固定負債

退職給付引当金 57,044,117 55,943,169 1,100,948

　固定負債合計 57,044,117 55,943,169 1,100,948

　　負債合計 58,584,533 57,506,898 1,077,635

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産 0 0 0

　　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産 117,224,600 117,328,069 △ 103,469

　　　　　正味財産合計 117,224,600 117,328,069 △ 103,469

　　　　　負債及び正味財産合計 175,809,133 174,834,967 974,166

確定申告書とりまとめ事績報告

◆ 所得税

件数 　 率 　

1月19日～31日 18件 1．0％

2月11日～15日 499件 29．1％

2月16日～28日 542件 31．6％

3月11日～10日 380件 22．2％

3月11日～15日 276件 16．1％

合計 1，715件 100．0％

お疲れ様でした

◆ 消費税（令和4年1月19日～3月31日）

◆ 早期一括提出（令和4年2月16日）

◆ ｅ-Ｔａｘ送信件数

◆ 青色コーナー入会者数（令和4年2月14日～3月15日）

簡　易 238件 本　則 92件

所得税 148件 消費税 41件

所得税 2，130件 消費税 140件

入会者数 89名
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支

部

表

彰

個

人

表

彰

▼
会
員
勧
奨
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
立
野
台
支
部

　
　
　
　
（
浅
野
三
喜
男
会
計
幹
事
）

　
２
位
　
ひ
ば
り
第
１
支
部

　
　
　
　
（
齋
藤
洋
平
会
計
幹
事
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
小
松
原
支
部

　
　
　
　
（
矢
板
文
平
支
部
長
）

　
２
位
　
該
当
支
部
な
し

　▼
自
己
研
さ
ん
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
立
野
台
支
部

　
　
　
　
（
浅
野
三
喜
男
会
計
幹
事
）

　
２
位
　
今
里
・
社
家
支
部

　
　
　
　
（
時
任
勝
美
支
部
長
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
相
模
が
丘
第
１
支
部

　
　
　
　
（
冨
田
清
一
支
部
長
）

　
２
位
　
柏
ヶ
谷
第
１
支
部

　
　
　
　
（
高
橋
栄
副
支
部
長
）

令
和
３
年
度
分

〈
敬
称
略
〉

〈
敬
称
略
〉

《
表
彰
状
》

◆
表
彰
規
程
第
３
条

－
５

【
継
続
勤
務
（
20
年
）】

赤
坂
　
憲
一
　
　
飯
田
　
勝
美

和
田
　
幹
雄

◆
表
彰
規
程 

第
３
条

－

６

　
【
会
員
勧
奨
】

　
村
田
　
裕
司

《
感
謝
状
》

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

５

【
継
続
勤
務
（
10
年
）】

菊
地
登
喜
夫
　
　
庄
司
　
雄
一

野
﨑
　
　
博
　
　
吉
田
　
孝
志

◆
表
彰
規
程
第
４
条

－

６

【
会
員
勧
奨
】

曽
根
　
寿
英
　
　
田
地
川
和
男

冨
塚
　
裕
一

▼
確
定
申
告
書
早
期
提
出
の
部

【
会
員
数
64
名
以
下
】

　
１
位
　
入
谷
第
１
支
部

　
　
　
　
（
齊
藤
一
則
支
部
長
）

　
２
位
　
ひ
ば
り
第
１
支
部

　
　
　
　
（
齋
藤
洋
平
会
計
幹
事
）

　
【
会
員
数
65
名
以
上
】

　
１
位
　
林
間
東
支
部

　
　
　
　
（
石
井
勇
支
部
長
）

　
２
位
　
柏
ヶ
谷
第
２
支
部

　
　
　
　
（
外
堀
伸
一
支
部
長
）

令
和
３
年
度
分

　
本
年
度
は
、
税
制
政
策
の
問
題
を
は

じ
め
「
青
色
申
告
特
別
控
除
」
の
適
用

の
充
実
、
複
式
簿
記
の
普
及
、
さ
ら
に

小
規
模
企
業
税
制
の
確
立
に
む
け
て
、

親
会
の
指
導
の
も
と
に
一
致
団
結
し
た

行
動
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

１
．
部
員
の
増
強
を
は
か
り
、
組
織
の

充
実
に
つ
と
め
ま
す
。

２
．
部
員
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
つ
と

め
ま
す
。

３
．
誠
実
・
健
全
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

研
修
会
・
講
習
会
な
ど
を
通
し
て

自
己
研
さ
ん
を
積
み
、
自
書
申
告

を
推
進
し
ま
す
。

４
．
親
会
の
運
動
・
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
て
協
力
し
ま
す
。

５
．
他
会
女
性
部
と
の
友
好
関
係
を
深

め
ま
す
。

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

令
和
４
年
度 

事
業
計
画

科　　目 予算額
部 活 動 補 助 金 200,000
部 会 費 45,000
特 別 会 費 30,000
雑 収 入 10,000
繰 越 金 744,181
合 　 　 計 1,029,181

令和４年度 収支予算書
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額
講 習 会 費 70,000
研 修 会 費 270,000
総 会 費 70,000
通 信 費 2,000
会 議 費 100,000
旅 費 92,000
賀 詞 交 歓 会 費 300,000
全青色・県連・研究会費 60,000
交 際 費 20,000
消 耗 品 費 10,000
慶 弔 費 15,000
予 備 費 20,181
繰 越 金 0
合 　 　 計 1,029,181

〈支出の部〉

６
．
全
青
色
・
県
連
の
女
性
部
事
業
に

積
極
的
に
参
加
協
力
し
ま
す
。

７
．
複
式
簿
記
、
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
の
普

及
を
し
、
青
色
申
告
特
別
控
除

65
万
円
の
活
用
を
は
か
り
ま
す
。

８
．
使
用
済
み
切
手
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
推
進
し
ま

す
。女

性
部 

行
事
予
定

５
月
　
通
常
総
会

６
月
　
親
会
の
会
員
大
会
に
協
力

７
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

９
月
　
研
修
旅
行

10
月
　
県
連
の
講
演
会
に
協
力
・
参
加

研
修
会

11
月
　
税
を
考
え
る
週
間

12
月
　
サ
ー
ク
ル
活
動

１
月
　
新
年
賀
詞
交
歓
会

３
月
　
確
定
申
告
期 

手
伝
い

令
和
４
年
４
月
１
日 

逝
去

〈
役
員
歴
〉

幹
事

　
　
Ｈ
19
．
４
～

支
部
長

　
　
Ｈ
23
．
４
～

令
和
４
年
２
月
15
日 

逝
去

〈
役
員
歴
〉

幹
事

　
　
Ｈ
15
．
４
～
Ｈ
29
．
３

副
支
部
長

　
　
Ｈ
23
．
４
～
Ｈ
29
．
３

支
部
長

　
　
Ｈ
29
．
４
～

桜が丘第２支部
支部長

国兼　泰信 氏

綾北支部
支部長

長沼　邦紘 氏

　

青
色
申
告
会
に
永
年
貢
献
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

訃
　
報
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【
基
本
的
方
針
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
流

行
し
て
か
ら
二
年
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
こ
の
間
、
社
会
・
経
済
活
動
に

甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
又
、

昨
年
度
末
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
、
資
源
高
や
金
融
・
物
流
面
で
の

更
な
る
世
界
経
済
の
混
乱
を
も
た
ら
し

て
お
り
、
多
く
の
中
小
企
業
、
個
人
事

業
主
が
極
め
て
厳
し
い
経
営
環
境
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

　
当
会
に
於
い
て
も
、
会
員
の
廃
業
・

退
会
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
危
機
感
を

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
、部
員
全
員
が
一
丸
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
最
大
限
の
工
夫

を
凝
ら
し
て
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
協

力
し
、
退
会
者
の
増
加
を
抑
え
る
努
力

を
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
様
式
が

必
要
と
な
る
今
、
青
年
部
一
同
、
人
が

集
ま
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
部

員
増
強
を
行
う
と
と
も
に
、
部
活
動
を

強
化
し
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

さ
ら
に
親
会
事
業
へ
の
参
画
や
他
会
と

の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
公
益
事
業
と
し
て
は
、
平
成
８
年
の

秋
か
ら
継
続
し
て
26
年
以
上
続
け
て

い
る 

「
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け
」
を
中

心
に
展
開
し
ま
す
。 

税
制
支
援
事
業

と
し
て
は
、 

会
計
ソ
フ
ト
「
ブ
ル
ー
リ

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

科　　目 予算額

特 別 会 費 50,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 10,000

繰 越 金 583,973

合 　 　 計 1,043,973

令和４年度 収支予算書
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

〈収入の部〉 （単位：円）

科　　目 予算額

会 議 費 80,000

研 修 費 120,000

事 業 費 140,000

特 別 研 修 費 80,000

渉 外 費 40,000

総 会 費 50,000

親 睦 費 130,000

全 青 色 青 年 部
40周年記念事業費

100,000

事 務 費 20,000

予 備 費 283,973

合 　 　 計 1,043,973

〈支出の部〉

令
和
４
年
度 

事
業
計
画

４
月
　
監
査
会

　
　
　
役
員
会
（
第
１
回
）

５
月
　
第
28
回
通
常
総
会

６
月
　
役
員
会
（
第
２
回
）

７
月
　
他
会
青
年
部
と
の
交
流
会

　
　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

８
月
　
青
年
部
通
信 

第
43
号
発
行

　
　
　
役
員
会
（
第
３
回
）

　
　
　
暑
気
払
い

10
月
　
街
頭
献
血
の
呼
び
掛
け

　
　
　
役
員
会
（
第
４
回
）

11
月
　
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
講
習
会

　
　
　
役
員
会
（
第
５
回
）

12
月
　
役
員
会
（
第
６
回
）

　
　
　
忘
年
会

１
月
　
青
年
部
通
信
第
44
号
発
行

　
　
　
役
員
会
（
第
７
回
）

　
　
　
新
年
会

２
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

３
月
　
確
定
申
告
期
応
援
活
動

　
　
　
役
員
会
（
第
８
回
）

　
　
　
確
定
申
告
反
省
会

青
年
部 

行
事
予
定

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ８７５ 農 業 ４ １，１１１ 準 会 員 Ａ １２３

大 和 南 １６ ９３９ 歯 科 医 師 ２ ２２ 準 会 員 Ｂ １６０

座 間 １４ ８９９ 税 理 士 １ ７２

海 老 名 １４ ７４５ 事 務 局 １６８

綾 瀬 ９ ５３１ 正 会 員 計 ５，３６２ 準 会 員 計 ２８３

支部と会員数　　　（令和４年５月20日 現在）

タ
ー
ン
Ａ
」
と
「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
利

用
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｔ
化

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

青
色
申
告
に
関
連
す
る
税
制
に
対
し

て
、
研
究
学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
以
上
の
考
え
方
を
基
本
に
、
令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
に
定

め
、
そ
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

１
．
部
員
増
強
運
動
の
展
開
及
び
充
実

強
化

２
．
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
推
進
や
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
を
含
む
パ
ソ
コ
ン
会
計

の
普
及
促
進

３
．
街
頭
献
血
へ
の
協
力
な
ど
、
公
益

事
業
へ
の
企
画
・
推
進

４
．
部
員
相
互
の
親
睦
及
び
他
会
青
年

部
と
の
交
流

５
．
税
制
の
研
究
・
習
得
と
税
制
政
策

活
動
の
推
進

６
．
親
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
・

協
力

７
．
そ
の
他
、
緊
急
且
つ
必
要
な
事
業

の
計
画
等
の
協
議
・
推
進

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

北
部
公
園

　
相
鉄
・
か
し
わ
台
駅
西
口
の
前
の
道

を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
、
海
老
名
市
・
北

部
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
市
の
管
理
の
手
が
行
き
届
い
て
い
る

大
変
き
れ
い
な
公
園
で
、
四
季
を
通
し

て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　
公
園
に
沿
っ
て
目
久
尻
川
が
流
れ
、

鯉
や
小
魚
、
鴨
、
白
鷺
が
観
察
で
き
る

自
然
豊
か
な
公
園
で
す
。
公
園
内
に
も

き
れ
い
な
小
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
北
部
公
園
の
見
ど
こ
ろ
は
、
何
と

言
っ
て
も
、
春
の
桜
で
す
。
私
が
海
老

名
に
移
住
し
て
か
ら
47
年
に
な
り
ま
す

が
、
当
時
植
え
ら
れ
た
桜
の
苗
木
が
、

今
で
は
大
き
く
成
長
し
て
、
見
事
な
花

を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
公
園
も

整
備
さ
れ
、
き

れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
桜
の
花

が
目
久
尻
川
の

川
面
に
映
る
光

景
は
、
毎
年
見

て
も
感
激
し
ま

す
。
花
の
見
ご

柏ヶ谷第３支部
支部長

窪 田 照 雄

ろ
は
１
週
間
く
ら
い
で
す
が
、
一
番
良

い
時
に
出
合
う
ま
で
何
度
か
通
い
ま
す
。

　
桜
の
木
は
、春
の
花
も
良
い
で
す
が
、

秋
に
も
そ
の
葉
が
紅
葉
し
て
、
ま
た
良

い
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
通
い
続
け
た
い
と
思
う

公
園
で
す
。



青色だより令和４年６月１日発行 （ 6 ）

　手書きの領収書であっても、適格請求書として必要な次の事項が記載されていれば、適格請求書に該

当します。

①　適格請求書発行事業者の氏名又は名称及び登録番号

②　課税資産の譲渡等を行った年月日

③　課税資産の譲渡等に係る資産又は役務の内容（課税資産の譲渡等が軽減対象資産の譲渡等である

場合には、資産の内容及び軽減対象資産の譲渡等である旨）

④　課税資産の譲渡等の税抜き価額又は税込価額を税率ごとに区分して合計した金額及び適用税率

⑤　税率ごとに区分した消費税額等

⑥　書類の交付を受ける事業者氏名又は名称

大和税務署からの

お知らせ

　その課税期間の基準期間における課税売上高が1,000万円以下の事業者は、原則して、

消費税の納税義務が免除され、免税事業者となります。

　しかしながら、適格請求書発行事業者は、その基準期間における課税売上高が1,000万円以下となっ

た場合でも免税事業者となりません。

　したがって、適格請求書発行事業者の登録を受けている場合、翌課税期間（適格請求書等保存方式の

開始後）に免税事業者となることはありません。

　適格請求書発行事業者の登録を受けてい
ます。
　翌課税期間の基準期間における課税売上
高が1,000万円以下ですが、免税事業者
となりますか？

　現在、顧客に手書きの領収書を交付しています。
　適格請求書等保存方式の開始後においても、その手書きの領収書を適格請求
書として交付することはできますか？

　なお、小売業など不特定かつ多数の者に課税資産の譲渡等を行う一定の事業を行う場合には、適格請求書に代え
て、適格簡易請求書を交付することができます。適格簡易請求書を交付する場合の記載事項については国税庁ホー
ムページでご確認ください。

 2022年度 税務職員募集
　税務職員は、国税局や税務署において、税務のス

ペシャリストとして法律・経済・会計等の専門知識

を駆使して適正な課税を維持し、また、租税収入を確保するための事務を行います。

◆受験資格
1.2022（令和４）年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から起算

して３年を経過していない者（2019（平成31）年４月１日以降に卒業した者が該当します。）

及び2023（令和５）年３月までに高等学校又は中等教育学校を卒業する見込みの者

2.人事院が上記1に掲げる者に準ずると認める者

◆申込手続
1.申込方法　　　　　インターネット申込

　　　　　　　　　　（人事院ホームページ上の申込専用アドレスをご利用ください。）

2.受付期間　　　　　令和４年６月２０日（月）９時～令和４年６月２９日（水）[受信有効]まで

3.受験案内交付期間　令和４年５月６日（金）～令和４年６月２９日（水）

　　　　　　　　　　 [時間は９時～17時　土日除く]

4.受験案内交付場所　東京国税局又は最寄りの税務署若しくは人事院各地方事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注）人事院ホームページからもダウンロードすることができます。

◆試験日　第１次試験　令和４年９月４日（日）

　　　　　第２次試験　令和４年１０月１２日（水）から令和４年１０月２１日（金）までのうち指定された日時

※試験概要等の詳しい情報は、東京国税局ホームページ「採用関係お役立ちリンク集」をご確認ください。

【問い合わせ先】東京国税局　総務部　人事第二課　試験係　　（代表）03-3542-2111　内線2162


